
11月度木曜例会　（2019.11.07） 於　：　福祉文化会館

今日のゲストはDavid Turri さん。 今回で４度目の登場です。

1st : 1917/ 4/15

< Some interesting cross-cultural problems Japanese people face. >

2nd : 1917/11/18

< `Ghosts of Kyobashi` >

3rd : 1919/ 6/ 6

< Cross-Culture Seminar >

話題は、

英語教授～ミステリアスな話題まで

どの話題であっても、聞く人を

聴衆を話の中に引き込んでしまう、

ミステリアスな方です。

冒頭

何故＜flying saucers＞と言うか知っていますかと質問されました。

＜お皿が飛んでいるから＞でしょと答えたところ、

いや、それは違うと。

" Encounters : My UFO experience "

Why called flying saucers?



空飛ぶ円盤登場

1947年６月２４日、

アメリカ人パイロットのケネス・アーノルドは飛行機を操縦している際に、

窓の外に何か反射を繰り返すものを見た。

最初は、飛行機の窓に太陽の光が反射していると思ったが、

観察を続けていると

長いチェーンで繋がったような飛行物体であった。（複数の編隊飛行物体）

新型のジェット機かと思ったが、飛行機のような尾翼が無かった。

雪山を背景に飛行する黒い物体は

レーニア山の前を通り過ぎていた。（ワシントン州カスケード山脈）

姿はコンタクトレンズのような凸面状で三日月のような形だった。

それらの動きは、スムースではなく突飛な動きをしていた。

静かな川面に平たい石を水平に投げた時、スキップして飛ぶ様子に似ていた。

お皿が水面を跳ねる様に飛行する様子から、空飛ぶ円盤と名付けられた。

1947年は記念すべき年であります。

7月の初めに

アイダホ（ワシントン州の東隣）を飛行していたユナイテッド・エアライン機も

正確に同じ物を見たので、

このような物体を目撃したのは間違いないという結論に達した。

現代のUFO( Unidentified Flying Object )時代の始まりです。



空飛ぶ円盤の歴史

空飛ぶ円盤の歴史は、１９４７年に始まったものではなく、

各々の時代の技術（絵画等）を用いて記録を残している。

12世紀、フランスとサクソンが戦った時、

ＵＦＯが突然現れ、人々はとても驚きました。

サクソン人は逃げ帰り、結果としてフランスが勝利したとか？

15世紀に作られたタペストリー、UFOに見えるが、実は、太陽と月を表している。

ＵＦＯから光のビームがマリアに届いていますね。

キリストは他の惑星から来たと信じている人も居ます。



デイビットさんは、興味を持ち続けている事が二つあると言います。

その一つは　＜ UFO ＞

もう一つは　＜ ケネディ大統領暗殺 ＞

もし、将来、ＩＩＮ例会に招いてくれたら、そのことについて話しましょう。

不思議な事にとても興味があるデイビットさん、ＵＦＯについて

99％は自然現象で説明できるが、残りは説明し難いといいます。

ロズウェル事件

1947/6/14、後に有名となる事件がニューメキシコで起きました。

農夫が農場で奇妙な残骸を発見した。それらはゴムの切片やスズ箔であった。

この事はシェリフに報告され、米軍基地に知らされた。

マーセル少佐が基地から来て、残骸を集め基地に持ち帰り調査した。

調査の結果、空飛ぶ円盤を捉えたと新聞発表したのです。

これらの残骸はＵＦＯの物だと発表しました。

Roswell



発表の翌日、これらはＵＦＯの一部ではないと否定しました。

気象観測気球の残骸であるとしたのです。

だが、

人々は気球であるとは信じておらず、政府は何か隠していると思ったのです。

何か最高機密に属する核放射線を防ぐ装置ではないかと。

当時、アメリカとロシアは第二次大戦後の冷戦の真っただ中にありました。

それらの残骸は＜エリア５１＞に運ばれたのです。

エリア51は最高機密に分類された施設で

全ての兵器システムや飛行機の開発が行われおり、秘密にされていた。

それ故、政府が何かを隠していると思われたのです。

UFOの技術を解明して兵器システムに取り入れようとしていると思われたのです。

大部分のエイリアンは死亡していたが、１名、生き残っており

名前をジェイ・ロッドと言い、政府の為に働いているという。

＜　本当の事だよ　＞デイビットさんは強調する。

歴代の大統領に説明されてきたと言われています。

＜　本当の事だよ　＞デイビットさんは再度強調する。

だが、現在の大統領には説明されていないという。

理由をデイビットさんは端的に表現しましたが、ここではあえて触れません。



レンデルシャムの森事件

ロズウェル事件はアメリカで有名だが、英国でもある。

1980年１２月27日午前3時、レンデルシャムの森事件である。

米英軍の空軍基地があり、基地の警備兵が目撃した。

光が森に降下していた。最初は飛行機の墜落と思い救助に行った。

森に入ると彼らは金属でできた物体が光に包まれていたのを見た。

近づくと飛び去って行った。

翌朝、戻ってみると、三つの窪みが三角形の形に残っていた。

数々のミステリアスな事件を伝えたデイビットさん、

いよいよ、ご自身の体験を話し始めました。

皆さんは冬の夜空は馴染みでしょうか？

当時、住んでいたのは豊中市の上新田で帰宅途中の事でした。

後ろにはもう一人歩いていました。その時に見たものは　なんとお　！？

目の前を

オリオン座を背景に、三角形の中に四角形のものが３個並んでいるものが

通り過ぎるのが見えたのです。

急いで帰宅、奥さんに見た事を告げました。”ＵＦＯを見た！　ＵＦＯを見た”

My own U.F.O. experience



奥さんの反応は、

＜あらっ、また始まった。＞

＜私は、夕飯の支度で忙しいのだから、いい加減にしてよっ、全くもう。＞

此処の所は、

セリフにはありませんでしたが、身振りを言葉に翻訳しました。

飲酒はしていなかったと何度も言っておられました。

デビットさんは何故、

・　後ろを歩いていた人に確認しなかったのでしょうか？

・　報道機関等に知らせなかったのでしょうか？

ご本人も大いに悔いておられました。

ミステリアスな事が大好きなデイビットさん、

次回も楽しいものなりそうです。

尚、

Davitさんの著作「 Escarpment 」日本語版が近々出版されるそうです。

詳しくは、

キーワード＜ Davit Turri ＞にてインターネット検索して下さい。


